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独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院 

第 18 回地域連絡協議会議事録 

 

 

【日 時】2023 年 11 月 17 日（金）14 時～15 時 

【場 所】大会議室（中央棟 6 階） 

【議 題】Ⅰ地域医療連携に関するデータ報告              加藤重典室長     

1) 紹介率・逆紹介率・初診患者数の推移           資料 1 

2) 病診連携（受診予約・検査予約・開放型病床利用状況等） 資料 2 

Ⅱ「当院における血管外科領域の治療について」 

                       外科 血管外科：徳永 晴策      

Ⅲ 討論                      

Ⅳ 閉会 

 

 

【出席者】(敬称略、五十音順) 

      青木一郎、井上真理子、大島伸一、加藤雅通、喜多村隆、近藤広見、真田昌代 

柴田真一、成田英里、根﨑涼介、日比野正範、山口賢司 

【欠席者】(敬称略、五十音順) 

      川村益生、新村満弘、野田泰永、服部真樹、村上京子、村川公一、（非公開者 1 名） 

【当院出席者】 

      後藤百万、加田賢治、大野稔人、木下敦士、河嶋知子  

【当院欠席者】 

林英司、真弓俊彦 

【オブザーバー】 

 独立行政法人地域医療機能推進機構東海北陸地区事務所より 3 名 

 

【開会挨拶】 

（後藤院長） 

本日はお忙しいなか、御出席頂きありがとうございます。前回 8月の地域支援委員会では酷暑の

なかでの開催でしたが、あれから 3か月しか経っていないのに今週は秋を飛び越したかのような冬

の寒さとなっています。 

コロナについては、10 月はまだ 5 類変更後の移行期ということで当院もコロナ病床を確保して

いましたが、11 月からは完全にコロナ確保病床は無くなり、ポストコロナ体制になっています。現

在はインフルエンザ感染拡大に備えている状況ですが、それでも市内のコロナ入院患者数は 100 名

前後で推移しており、冬に向けてコロナの再感染拡大が気になるところです。   

また、御承知のように来年度からの第 8 次医療計画指針では 5 疾病 6 事業の 6 事業目として新

興感染症が追加されています。その対応については、来年 4月以降国の方針に沿って、中京病院も

愛知県と新興感染症に対する病床確保等の協定を結んでいく予定となっており、引き続き新興感染

症に対しても地域支援病院としての役割を果たしていく所存です。 

 ポストコロナでは、患者さんの受診動向は必ずしもコロナ過前に戻っておらず、当院でも外来患

者数や入院患者数がコロナ過前には戻ってきていませんが、他方、手術件数や救急車搬送件数はコ
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ロナ過前を超えて増加し、ドクターカーの出動も徐々に増えてきており、当院の重要な役割である

高度急性期・急性期医療、ならびに救急医療の需要は増加しているものと思われます。 

地域支援病院として、連携施設のクリニックや病院には私が直接訪問してご意見を伺っているとこ

ろですが、最近改善を図った対応としては、紹介状を持っている患者さんが直接外来受診の予約が

取れることを可能にしました。また、クリニックの先生から急患として当院外来受診を電話などで

依頼された時に、受入れの可否や受入れ診療科の決定に時間がかかってしまい連携医の先生にご迷

惑をおかけすることがあることから、診療依頼に対して先ずは受け入れさせていただくことを徹底

するようなシステムを早急に作っています。さらに、連携病院との日中・夜間の患者さんの受入れ

や、情報交換のための各病院の事情にあわせたスムースな連絡システムの構築を行っています。今

後とも、地域支援病院としてきめ細かな対応を行っていきたいと思います。 

 さて、毎回申し上げており恐縮ですが、2025 年 12 月開院予定の新棟建設が進んでおり今年中に

は建物の基礎部分が終わり、来年からはどんどん建物が積み上がっていきますので新棟建設の実感

がわいてくるものと思います。それに先立ちまして、ささやかではありますが、10 月 23 日に新放

射線治療棟の落成式を行わせていただきました。ご出席頂きました方には改めて御礼申し上げま

す。そして、11 月 6 日から新放射治療棟が稼働しています。 

 病院のハードの部分は新しくなりますが、外見だけよくなっても片手落ちです。中京病院は 76

年の歴史を有し、長年培った素晴らしい風土や文化がある反面、古くガラパゴス的な体質が残って

いるところもあり、業務改善による職員の働き方改革、医療安全文化の醸成、働きやすい職場環境

の整備、そして何より患者さんが安心して医療を受けられるような環境整備といったソフトの部分

の進化に向けて積極的に取り組んでいます。ハード・ソフト面いずれにおいても、より高い次元で

地域住民、また連携施設の先生方のお役に立てるよう頑張っています。引き続きのご支援よろしく

お願い申し上げます。 

 

（山口委員長） 

名古屋市医師会の本会が今日と重なってしまい各区の会長と市の担当理事も欠席していることを、

お知らせいたします。 

先程、院長からお話もありましたが、先月末に中京病院におかれましては、放射線治療棟が完成さ

れました。本当におめでとうございます。今後とも高齢化社会が進み、多様化するニーズに寄り添

った治療をやっていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

名古屋市医師会からですが、来年度 4 月から、本会において平日の夜間 20 時から 24 時まで、小

児科の標榜をやめる決定がされました。平日夜間は東区葵町にある本会と、さらに 3 つ、東部、西

部、南部が平日夜間、急病センターをやっております。南部は南区の休日診療所でやっております。

執務医は南区、瑞穂区、緑区、天白区、4 区からドクターが来て執務医をしていますが、本会決定

で来年度 4 月からは小児科を標榜しません。患者は 1 日 1、2 人と非常に少ないので、基幹病院に

迷惑がかかることはないと思います。以上よろしくご承知おきいください。本日はよろしくお願い

いたします。 

 

（加藤副会長） 

今までずっと中京病院の担当でしたが、コロナとか医師会の本会などと被ってしまい出席できなか

ったり、ウェブで参加したりしておりました。久しぶりに寄せていただいたという状況です。今日

来たら工事が始まっていて病院前の立体駐車場も使えなくなっていました。以前自分は、中京病院

で病診連携の 1 医療機関として開放型病床を使わせていただいて、乳癌手術をしていたので中京

の情報は逐一知っていたつもりでしたが、副会長になってからそういうことも出来なくなりまし

た。中京病院があっという間に成長しているのを目の当たりにして本当に頼もしく思っておりま

す。 
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今回の医療情勢で一番の話題を皆さんにお伝えしたいと思います。来年度の診療報酬改定が我々医

療従事者にとって生活源となります。診療報酬だけでなく、介護報酬、福祉関係のサービス報酬も

改定となるトリプル改定ということになります。このような改定は、6 年に 1 回ですが、医療、介

護、福祉関係が 一丸となってなんとかしなくてはいけないとうことです。というのも、今までの

改定はデフレの中で行われてきたので、改定率が若干下がったり、プラスマイナス 0 という段階で

も仕方がないということでしたが、今はインフレです。全業種も平均賃上げが 3.44 パーセントで

他の業者は賃金が上がっています。しかし、我々の賃金が上がってないというのはその原資である

診療報酬が上がってないからで、それをなんとか上げるべきだというのが、医療、介護業界の統一

した意見です。しかし、最近発表された財務省財政制度等審議会などが出したペーパーによると病

院はコロナ関係の補助金を沢山貰ったのでストックが増えているからそれを回せばよい。診療報酬

点数などマイナスでいいと言っている。しかし、そういう時の補助金は一時的な収入であって、今

後 2 年、3 年続いていくものとは違うということを、医師会として熱心に言っています。そういっ

た声は、我々医療業界だけでなく、全国民の声として上げていかなければいけないといと思ってい

ますので、皆様にもご留意いただきたいということをお伝え致します。 

 

Ⅰ 地域医療連携に関するデータ報告（加藤室長） 

1）紹介率・逆紹介率・初診患者の推移（資料 1） 

地域医療支援病院報告事項一覧（資料 1-1） 

◆ 外来・入院等実績 

外来患者延数は 64,473 人、入院患者延数は 39,614 人、稼働病床利用率は 70.4％、     

平均在院日数は 11.3 日、在宅復帰率は 98.1%となっています。 

◆ 紹介・逆紹介実績 

初診患者は 4,040 人、紹介患者数 2,749 人（紹介率 68.0％）。逆紹介患者数は 4,118 人   

（逆紹介率 101.9％）となっています。 

◆救急実績 

救急患者総数は 4,173 人でうち入院しなかった患者の数は、3,165 人でその割合は 75.8％でし

た。入院した患者は、1,008 人、24.2％は入院となっています 

救急搬送の患者は、1,719 人で救急車以外のウォーク in とされる患者は 2,454 人、小児救急患

者の数は 566 人でした。 

2）病診連携（受診予約・検査予約・開放型病床利用状況等）（資料 2） 

FAX・Web2022 年度 7～9 月実績（資料 2-1）開放型病床利用（資料 2-2） 

FAX・Web を使っての予約状況ですが、一番多いのは眼科、それに引き続き消化器科、泌尿器

の需要が多いです。検査においては、従来どおり CT・MR が多いです。 

開放型病床の利用はありません。 

 

Ⅱ『当院における血管外科領域の治療について』  血管外科：徳永 晴策    

 

≪要旨‐スライドより抜粋≫ 

  ・血管外科の特色について 

・血管外科について 

・当院における治療内容の推移について  

・血管外科領域の手術について 
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Ⅲ 討論 

  特になし。 

 

 

 

Ⅳ 閉会 

 

 

 

2024 年度 地域連絡協議会開催予定 

・次回の地域連絡協議会は 5 月となります。 
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NO
委　員(ﾌﾘｶﾞﾅ)

 （五十音順・敬称略）
職　名 新任 備　考 出欠

1 　青木　一郎（ｱｵｷ　ｲﾁﾛｳ） 南区歯科医師会長 医療関係団体 出席

2 　井上　真理子（ｲﾉｳｴ　ﾏﾘｺ） 名古屋市南区保健福祉センター福祉部長 医療行政代表 出席

3 　大島　伸一（ｵｵｼﾏ　ｼﾝｲﾁ） 国立長寿医療研究センター名誉総長 学識経験者 出席

4 　加藤　雅通（ｶﾄｳ　ﾏｻﾐﾁ） 愛知県医師会副会長 医療関係団体 出席

5 　川村　益生（ｶﾜﾑﾗ　ﾖｼｵ）　 熱田区医師会長 医療関係団体 欠席

6 　喜多村　隆（ｷﾀﾑﾗ　ﾀｶｼ） 明治学区連絡協議会会長 市民代表 出席

7 　近藤　広見 (ｺﾝﾄﾞｳ　ﾋﾛﾐ)
名古屋市南区訪問看護
ステーション所長

医療関係団体 出席

8 　真田　昌代（ｻﾅﾀﾞ　ﾏｻﾖ） 善常会リハビリテーション病院 事務部長 医療関係団体 出席

9 　柴田　真一（ｼﾊﾞﾀ　ｼﾝｲﾁ） 緑区医師会長 医療関係団体 出席

10 　新村　満弘（ｼﾝﾑﾗ　ﾐﾂﾋﾛ） 名古屋市南消防署長 医療行政代表 欠席

11 　成田　英里（ﾅﾘﾀ　ｴﾘ）
名古屋市南区南部いきいき支援センター

センター長
医療関係団体 出席

12   根﨑　涼介（ﾈｻﾞｷ　ﾘｮｳｽｹ） 医）山口病院　地域医療連携室室長 医療関係団体 出席

13 　野田　泰永（ﾉﾀﾞ　ﾔｽﾅｶﾞ） 天白区医師会長 医療関係団体 欠席

14 非公開 非公開 医療関係団体 欠席

15 　服部　真樹（ﾊｯﾄﾘ　ﾏｻｷ） 名古屋市医師会担当理事 医療関係団体 欠席

16   日比野　正範（ﾋﾋﾞﾉ　ﾏｻﾉﾘ） 南区薬剤師会長 医療関係団体 出席

17 　村上　京子（ﾑﾗｶﾐ　ｷｮｳｺ） 瑞穂区医師会長 医療関係団体 欠席

18 　村川　公一（ﾑﾗｶﾜ　ｺｳｲﾁ） 知多郡医師会長 医療関係団体 欠席

19 　山口　賢司（ﾔﾏｸﾞﾁ　ｹﾝｼﾞ） 南区医師会長 医療関係団体 出席

12/19名

院内委員

NO 委　員(ﾌﾘｶﾞﾅ) 職　名 新任 備　考 出欠

1   後藤　百万（ｺﾞﾄｳ ﾓﾓｶｽﾞ） 病院長 病院代表 出席

2   加田　賢治（ｶﾀﾞ ｹﾝｼﾞ） 副院長 〃 出席

3 　大野　稔人（ｵｵﾉ ﾄｼﾋﾄ） 副院長 〃 出席

4   林　英司（ﾊﾔｼ ｴｲｼﾞ） 副院長 〃 欠席

5   真弓　俊彦（ﾏﾕﾐ ﾄｼﾋｺ） 副院長 〃 欠席

6   木下　敦士（ｷﾉｼﾀ ｱﾂｼ） 事務部長 〃 出席

7   河嶋　知子（ｶﾜｼﾏ ﾄﾓｺ） 看護部長 〃 出席

5/7名

第18回独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院地域連絡協議会
2023年11月17日（金）

院外委員

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


